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経営学会会則

第l条 本会は.龍谷大学経常学会と称し事務所を龍特大学|人jにlnく。
第2条 本会は.経常学を'11心とする学術の研究促進とその許lえを11的とする。
第 3条 本会は，jIj条の11的を述成するため.次の事裁を行う。

(1) 研究会のIJfIHli (2) 機|刻芯その他の/1¥版

(3) 講演会の|制限 (4) その他.本会が適当と認める事業

第4条 本会は.次の会uをも って組織する。
( 1 ) 暫~j，盛会μ ① 龍谷大学経営学部の専任教nで本会の事業に関心、を持つ者。ここで41(

任教μには特別任J日数~l を合む。

② 龍谷大学経営学部卒業生ならひ、に龍谷大学大学院経営学研究科課程修 f

朽のうち会只1ft絡の継続を希望する'針。

① 学会評議H会のゑ認を科た者。
(2) 学生会u龍谷大学経営学部学生ならびに大学院経'iz-学研究科の学生。
(3) ffllJJ会U 本会の主行に賛成しそのlJi.業を針llJJする官・。
会以は.本会のii許可L設に参加し本会の/[¥版物の配布を受けることができる。

部5条 本会に.龍谷大学経常年:f.'11のL11任教μの会uをもって.l'!'議μとする評議只会をillく。
評議員会は. 1 1~ r:n活動の策定.予決算の承認町 í~1iの選 / I\. 会WJの改正町 その他. 本会の述

営に附する基本lJj.JJiについて議決する。

第 6条 本会の運科・にかかわる iI常業務には.下記の役uによって構成される学会連常委日会がこれ
にあたる。

(1)会長 1 1'1 (4) I.!f: .{'fi委 tl 1 名
(2)副会長 l 名 (5)会，iI'委 tl 1 名
(3) 編集委II 若干名 (6) 会計監査委n 1 名

第7条役貝はすべて評議WIIより互選しその任期は 1{joとする。ただし重任を妨げない。

第8条 本会の経質は.会t'(.~J~業収入.寄付金.および関谷}\.-::'/:か らの助成金をも ってこれにあて

る。会計は.??通会U. 1t助会日については• if.Ni 5，000 1'1 (日'Jに入会金2，000円) その他
の会11については年制3.000円 (日'Jに入会金2.00011])とする。
付則 本会会WJは.平成4年4月 !日から施行する。
平成 12年5川2411 第 4 ~会第 5 条第 8 条己主」ト4

'12:)北 16"j'.5日2611 第 4条改正。

平成 17年 3JJ23n 第4条改正。

平成22年6JJ 2 Il 第4条改正。
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2017年度経営学会評議員会

(2017年 6月21日)
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〈報告事項〉 経営史学会関西部会 代表西川浩司

1. 2016年度事業報告について 日本情報経営学会 関西支部

(1 )学術誌 f龍谷大学経営学論集j 代表野間圭介

第55巻第4号 (2016年7月31日発行)8編

第56巻第 l号 (2016年10月31日発行)8編

(9) 学会誌交換 305件

第56巻第2・3号 (2017年2月28日発行)4紺 2. その他

第56巻第4号 (2017年7月発行予定)3編

(2) 学生論集第 56号 (2017年3月16日発行)13編 (審議事項〉

(3) 学会通信第 50号 (2017年3月16日発行) 1.新入会員・評議員の異動について

(4) 公開講演会 2017年度の評議員はなし。

2016年度開催なし

(5) 研究・教育懇談会 2. 2016年度決算報告(案)について(別添)

日時 2017年 1月17日(水)

場所 第4共同研究室 3. 2016年度監査報告について(略)

報告者 提脇裕二

演 題 「国外研究の報告ー組織研究の原理 4. 2017年度会長選挙

的考察を中心としてー」 会長選挙規程に基づき選出

(6) 研究部会活動

地域と産業研究部会 代表秋庭

チーム・リーダーシップ研究部会

代表井手健二

社会経営学研究部会 代表重本直利

経営情報教育研究部会 代表寺島和夫

地域・産業・企業研究部会 代表細川 持J二

社会科学の研究や教育での Maximaの

活用研究部会 代表山下車夫

異文化ビジネスコミュニケーション

研究部会 代表李 j朱任

(7) 学生研究活動助成

① 経営学部ゼミナール連合会

-日本学生経済ゼミナール全国大会 (llJI I大学

11/6， 12/4) 

-関西プロック大会(滋賀大学 11/20)

② 証券ゼミナール大会 (12/8，9) 

(8) 学術学会助成

日本経営学会 関西部会 代表夏日持二

日本比較経営学会 西日本部会

代表細川 考二

s. 2017年度運営委員(案)について
~ ~又主 山下章夫

刷会長 西岡久充

編集委員 鍬塚賢太郎.西岡久充

西川浩司.岩田

i賓回崇嘉.林

庶務委員 西岡久充

会長1.委貝 j質問崇嘉

会計監査委員加藤正浩

6. 2017年度事業計画(案)について

(1)学会誌

t告

尚毅

第57巻 l号(発行予定.夏目啓二教綬退職記

念号)

第57巻2号(発行予定)

第57巻3号(発行予定)

第57巻4号(発行予定)

※原稿料について

〈現行)1 P 4，000円上限40，000円

〈変更案)1 P 4，000円上限60.000円
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2017年度第57巻 l号より適用

(2) 学生論集

第57巻(発行予定)

(3) 学会通信

第51:巻(発行予定)

(4) 公開講演会

開催予定

(5) 研究・教育懇談会

開催予定

(6) 研究部会助成

募集予定

(7) 学術学会助成

募集予定

(8) 学生研究活動助成

経営学論集 Vo1.57 No.2・3

(助成対象)

①ゼミ連の研究活動(交通費・参加費)

②個別ゼミが参加する学外研究大会参加(交通

費・参加費)

(申請および助成方式)

-研究部会活動助成、学術学会助成と同様に、年

度初めに助成希望者が予算申舗を行う(ゼミ速

の研究活動を含む)。

・予算の枠内で、あらかじめ補助額(予定)を決

定する。

・助成対象者の支出実績にもとづいて支出する。

③横習論文集作成助成

7. 2017年度予算(案)について(別添)

8.その他
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2016年度龍奇大学経営学会決算報告 (2016/4/1-201713131)

〈収入の部〉 単位:円 単位:円

項 目 金額 i※(前年度繰越金)
会費収入

2016年度新入生入会費 1，044，000 
2016年度新入生会費 1，572，000 

j普通預金期首残高 17，356，355 i 
! 2016年度新入生入会費 ム1，0科，000i 

! 2016年度新入生会費 ム1.572，00o! 
在学生 (2年次以降)会費 4，371，000 
教職員会費 140，000 

i lIIJ1械繰蝕金 14，740，355i 

賛助会員費 。
会費遅延入金分 525，000 単位:円
会費収入額 7，652，000 

寄付金収入 。
雑収入 。

，.------------------------------------------------------------------、〈特別会計〉

前年度繰越金(定期預金JUJ首残高) 20，387，860 
一般会計(普通預金)からの繰戻 0 

当年度収入額 7，652，000 定期預金利息収入 5，686 

前年度繰越金 ※ 14，740，355 

特別会計(定期預金)からの繰戻 3，396 

一般会計(普通部金)への繰入 ム3，396

次年度繰越金(定期預金期末残高) 20，390，150 

新入生等(2017年度新入生等)前受金収入 2，630，000 

ぷ口』 計 25，025，751 

〈支出の部〉 単位:円

項 日 金額

学会誌発行費 2，454，572 
印制費 1，615，572 
原稿料 696，000 
原稿編集費 50，000 

事 発送費 93，000 
学会活動費 1，569，207 
講演会費 。
学生論集費 1，452，708 
学会通信費 116，499 

言十 4，023，779 

研究部会活動費 303，274 
学術学会助成費 50，313 
研究・教育懇談会費 。
学生研究活動助成費 1，765，050 
大学院生学会活動費 。

青|・ 2，118，637 

消耗品費 。
事務費

通信費(切手代) 。
雑貨 3，000 
会議費 19，400 

22，400 

当年度支出額 6，164，816 

特別会計(定期預金)への繰入 。
次年度繰越金(普通預金期末残高) 18，860，935 
新入生等会費前受分 2，630，000 
その他 16，230，935 

ぷE』E 言1- 25，025，751 
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経営学会 2016年度支出の部明細 tii r立:円

学会~車発行資

(印刷費)

No. 7 8.30 r経'昌字論集j第55巻第4号並3∞-上50.$649，080 
14 11.24 r経営学達制第56巻第l号並3∞上50部548，370
42 3.21 r経営学論集j第56巻第2・3号並jω-上50m;418，122 

1，615.572 

(Jj;(~~料)
No.IO 9.29 r経営学論集j第55巻第4号執11;者9名 268，000 
13 11.24 r経営学論集J~56巻第 l号執主的名 268，000 
41 3.21 r経常学論集j第56巻第2・3号執筆者4名 160，000

696，000 

(il;(例制~m

No.40 3.21 r経営学論集j他欧文タイトルチェック 33ft-50.000 
立十 50，000 

(発送m
NO.15 11.29レターノ干ノクライト・切手(校正・発送m) 7.200 

43 3.21 r経営学論集j第56巻他大学発送iI1切手 85.800
，11- 93.000 

(教育研究資料発行m
No. 

。
学会誌発行設計 2，454.572 

学会活動1'(

(;~持i災会資)
No. 。
(乙þ~t論集'1，()
NO.25 3. 8 r学生論集J(f;56号執筆謝礼凶作カード 390，000
26 3.14 r~長生論集l第56号印刷代 1 ，500部 1，062，708 

百十 1，452，708 

(学会i!主的資)

NO.27 1. 3 r学会通信J1:ilso号印刷ft1，500部 116，499
116刈91

学会活動f(・iil 1，569、207

研究活動資

(研究部会活動資)
No. 8 9.14会合資李抹任教授 6，000 

9 9.23会合資寺ぬ和夫教授 8，000 

17 12. 8交通貨 -会合資細川孝教授 15.320
18 12.14 交通'1~ .会合資 山下章夫教授 31.320
24 1. 1 3 会合~~ 寺応和夫教授 8.000 

28 3. 17 資料~'(秋健太准教授 40.475 

29 3.17印刷製本質 量本直キIJ教授 60.000 

30 3. 1 7 資料1~ ・ その他寺応和夫教綬 43，962
31 3.17その他李株任教授 5，515

32 3.17~:(食事 沫任教授 18，900 
33 3.17その他李旅任教授 15，000 

34 3.17会合'1f'その他李沫任教授 3.220 

35 3.げ会合'1'( ，11・手健二准教授 26.280 

36 3.げ会合'1:'( 野間圭介教授 6.696 

37 3.17その他李沫任教授 11，137 

39 3.げ 'tt科'fl 寺島和夫教授 3.449 

303.274 

(学術学会助成m
No. 6 8. 4 会合'I~ );L日啓二教授 30.000 

16 12. 8会合政細川孝教授 13.513 

23 1.13会合質 問川浩司従教授 6，800 

.11 50.313 

{liJf究 目数千f恕談会計)

No. 

。
(学生研究活動UJJJ広沢)
No. 5 7.28経営学部ゼミナール述合会への助成 582.560 

12 11. 8日本学生経済ゼミナール大会 i責図ゼミ 216，360 

19 12.14 日本学生華街ゼミナーか士会開百護団'IF寺島ゼミ 167.500 
20 12.14日本学生経済ゼミナール大会寺島ゼミ 218，640 

21 12.14日本学生軽涜ゼミナール大会決待漬回ゼミ 179.370 

22 12.21 日本学生経涜ゼミナール大会関西{~三谷ゼミ 56.500
38 3.21 1'J;'(28年度迂券ゼミナール大会三谷ゼミ 331.320 

44 3.21 日本学生経済ゼミアー);大会関西放をゼミ 12.800 

1.765，050 

(大学院生学会活動m
No. 

。
研究活動'1~~十 2.118.637 

'JJ4~1，( 

(il'l .Çbh'，'1~ ) 
No. 

。
(過日目)

No 

，0・ 。
(縫'1'()
No.45 3.22ラミネートノ{';1ク 3，000 

~I- 3.000 

(会"築資)
No. 1 5.16第6図編集委員会(5/11)開催に伴う昼食代 2，600 
2 6. 8第l回運営委只会(6/8)開催に{半う昼食代 4.200 

3 7.20事l回編集・第2回運営委員会(4119)開催にiれ昼食rt4.200 
4 7.20 7:目3間運営委員会(7120)開催に伴う昼食代 4，200

11 10.25知回綴集委員会(10119)昼食 4，200 

19，400 

'JJ務ft.t十 22，400 
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2017年度龍谷大学経営学会予算(案) (2017/411-2018/3/31) 

〈収入の部〉 単位:円 単位:円

項 目 金額 l※(前年度繰越金)

会費収入 !普通預金期首残高 18，860，935 i 
2017年度新入生入会費 1，046，000 ! 2017年度新入生入会費 ム1，046，000: 

2017年度新入生会費 1，584，000 ! 2017年度新入生会費 ム1，584，00o: 

在学生(学部2年次以降)会費 4，857，000 
在学生(大学院2年次以降)会費 39，000 

i 前年度繰越金 l6，230，93~ ! 

教職員会費 135，000 
賛助会員費 。
会費収入額 7，661，000 

寄付金収入 。
雑収入 。

当年度収入額 7，661，000 

前年度繰越金※ 16，230，935 

特別会計(定期預金)からの繰戻 。
新入生 (2018年度新入生)前受金収入 2，465，000 

tE』Z 計 26，356，935 

〈支出の部〉 単位:円

項 目 金額 2016年度決算額(参考)

学会誌発行費 2，950，000 2，454，572 
印制費 1，800，000 1，615，572 
原稿料 1，000，000 696，000 
査読料(原稿編集貨) 50，000 50，000 
発送費 100，000 93，000 

学会活動費 1，750，000 1，569，207 
講演会費 70，000 。
学生論集費 1，500，000 1，452，708 
学会通信費 180，000 116，499 

五十 4，700，000 4，023，779 

研究部会活動費 650，000 303，274 
学術学会助成費 100，000 50，313 

議
研究・教育懇談会費 50，000 。
学生研究活動助成費 1，800，000 1，765，050 
大学院生学会活動費 100，000 。

計 2，700，000 2，118，637 

消耗品費 10，000 。
通信費(切手代) 10，000 。

務質
雑費 20，000 3，000 
会議費 35，000 19，400 

計 75，000 22，400 

当年度支出額 7，475，000 6，164，816 

予備費 186，000 

特別会計(定期預金)への繰入 。
次年度繰越金(普通預金JUJ末残高) 18，695，935 
新入生等会費前受分 2，465，000 
その他 16，230，935 

t口』 26，356，935 
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